　工事条件等


１．本工事の始業は基本的に児童の登校後とすること。また、現校舎では、通常の授業が行われているため、騒音や振動に十分に注意して工事を行うこと。

２．学校での授業参観などの行事がある場合は工事中止等の制約が生じる。

３．施工前に事前測量を行い測量図の提出のこと。

[bookmark: _GoBack]４．ボンベ庫施工は、隣接別発注工事の豊津小学校北側外構工事の排水構造物布設後の施工となる。

５．工事の際は、作業スペース、学校スペース、県道一般車両通行スペースの分離を明確にし、安全対策をきちんと行うこと。

６．本工事により、学校敷地内での児童通学エリアが変更するため、担当課、所管課および学校側と協議を行い通学エリアの確保を行うこと。

７．本工事箇所は、豊津地区の中心付近にあり近隣の民家も多く、国道、県道にも隣接する。工事については、騒音や振動に十分に注意するとともに、歩行者や一般車を優先して作業を行うこと。

８．産業廃棄物は速やかに処分場へ搬出すること。最終搬出後は速やかに担当課へ「数量一覧表」を提出すること。
　
９．建築リサイクル法等の法律に基づき、各関係機関に必要な手続きを行い、建築物解体工事に行ける各法令を遵守すること。

１０．施工計画書や安全訓練時の指導事項には、『建築物解体工事共通仕様書（国土交通省官庁営繕部発行）』を参照すること。
